
精明東地区における移送サービスについて（報告）

１ 目 的

社会福祉法人名栗園が社会貢献として施設の送迎車両とドライバーを提供し、飯能市乗合ワ

ゴンの運行の無い時間の精明東地区住民等のおでかけの足の確保をする。

２ 実証運行に関する確認書の期間

令和６年６月１日から令和７年３月３１日まで（当初令和６年８月３１日までだったものを延長）

３ 事業概要

（１）対象者 一人で乗降できる者

（２）運行日 毎週金曜日

（３）経 路 敬愛園～精明地区行政センター（折り返し運行）

（４）便 数 １日１往復

（５）車 両 ８人乗りワゴン（後部座席６人乗車可）

（６）利用料 無償

（７）運行者 社会福祉法人名栗園

（８）その他 ・飯能市乗合ワゴン精明東便の停留所を活用

・精明西便（４便）と乗り継ぐことで駅方面との移動が可能

・市が自動車保険に加入 令和６年６月１日～令和７年６月１日 ２０，400円

４ 利用実績[令和６年６月７日（金）～令和７年３月２８日（金）]※3/28 は予定

（１）運行日数 41日

（２）利用者合計 ９名（坂上地蔵尊・下川崎西・下川崎センター・川崎入口・平松）

５ 利用者調査

◆飯能市乗合ワゴン精明東便、該当停留所利用者へのアンケート調査を実施

実施日：令和７年２月３日（月）、５日（水）、７日（金）

内容：知名度、利用曜日・時間の希望、乗合ワゴン以外の移動手段の把握

⇒知名度あり、利用曜日の希望に差なし、帰宅時はタクシーまたは徒歩で帰宅

⇒精明東地区の利用者数が少なく、利用可能性のある方からの意見聴取が難しい

6 その他

・これまで事業周知は乗合ワゴン内でのチラシ配布、停留所への掲示、行政センターだよりへの

掲載、対象地区への回覧を行ってきた。

・現状を踏まえ、令和７年度４月からは運行方法を一部変更して実施する。
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おでかけむーま号と名栗園の移送サービスの乗換え利用想定

名栗園の移送サービス車両

精明東コースは１日２便のため、おでかけむーま号

を利用した外出（駅方面）が往復で１パターンのみ

名栗園の移送サービスを活用することで、

おでかけむーま号の運行のない時間を補い、外出

パターンの選択肢が増える

精明東地区（芦苅場、川崎、下川崎）

住民の利用を想定

名栗園移送サービスの経路

名栗園の移送サービス

スタート


